
前駐ウクライナ大使松田邦紀氏
を招いての社会科集会開催

②9年生とシンポジウム形式で対談 

　テーマ「戦争のない平和な世の中」

①松田氏の講演 

　「ウクライナ戦争と平和のための外交」



●これまでの学びの意味や価値を見つめ直し、よりよい 
　社会を築こうとする主体性を養う

●9年生の社会科（歴史分野）の授業の一環として、「戦争
のない平和な世の中」をテーマに探究活動を進めていく中
で、駐ウクライナ大使を昨年 
９月に離任された松田邦紀氏が 
帰福していることを知り、新た 
な視座や価値観を獲得に向け、 
ぜひ世界の話を伺い、戦争と 
平和について対談したいと考え 

ねらい

経緯
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前駐ウクライナ大使松田邦紀氏を招いての社会科集会開催

日時
令和7年4月からの9年生社会科（歴史分野）の学びの一環として、社会科集　　　　　　
　　会（令和７年８月２８日（木）　第４校時（11:１０～12:15））を実施。

ねらい
　　世界で活躍した人と対話することにより、社会科学習で自分たちが学んでき
たことの意味や価値を見つめ直し、地球社会に生きる一員として、自分や社会
にできることを考え、よりよい社会を築こうとする主体性を養う。

内容
9年生は社会科（歴史分野）の授業で、「戦争のない平和な世の中」をテーマに探究活動を進めて
いった。その中で、「戦争をなくすために、自分たちにできることはないのだろうか？」という問
いをもつことになる。そして、第二次世界大戦が終戦し、世界は平和に向かっていくと考えたが、現
実には世界には様々な課題が残り、現代でも戦争がなくならない原因についてさらに追及していっ
た。戦争と平和について学び、戦争の
ない社会について探究を深めていく中
で、駐ウクライナ大使を昨年９月に離
任された松田邦紀氏が帰福しているこ
とを知った。松田邦紀氏が本校出身と
いう繋がりを感じながら、新たな視座
や価値観を獲得に向け、ぜひ世界の話
を伺い、戦争と平和について対談した
いと考え社会科集会を開催した。会
は、9年生と松田氏のシンポジウム形式
で対談という形で実施され、６～８年生は、オンラインで聴講した。

成果
　　　会の序盤は松田氏から、「ウクライナ戦争と平和のための外交」をテーマに聴講した。講演の
中には、「外交官の役割」や「ウクライナ戦争の開戦前から現在に至るまでの経緯や世界と日本の
関わり」が紹介され、子供たちは、これまでの学びや自分たちの生活と照らし合わせながら話を伺
う姿があった。その後、４人の生徒代表者と松田氏の対話も行われた。子供たちの中では、「自国
ファーストの考え方を改めないといけない」という結論に至りながらも、当初からあった、「自分
たちできることはないか」という問いに対し、「投票に行くことで政治参加する」「多様性を尊重
する／そのためにまずは『ちがう』ことに寛容になる」といった意見を持つことができた。最後
に、「誰が悪いのか、といった短絡的な原因追及でなく、自分に何ができるのか、ということを一
人一人が考え、主体的に行動することが大切だ。」と代表生徒が語り、会を閉じた。現場で活躍さ
れた生の声は、きっと生徒たちの深い学びにつながったことと思う。生徒が「平和」を考えるにあ
たり、これまでの学習の価値や意味の捉え直しと新たな学びを得る場となった。
　　　県内の報道関係（新聞社・放送局）の取材を受け、この取組について広く周知できた。


